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⽬的︓連続鋳造⽤浸漬ノズルへの⾮⾦属介在物の付着抑制
および付着抑制に効果があると考えられる⾮定常流れが⽣じる原因の解明．

内容︓浸漬ノズル内管の拡⼤スロープ⾓を変更し，流れのはく離に
起因し⽣じる流れの⾮定常性がどのように変化するかを
数値シミュレーションにより調査した．

結果︓予想通り，拡⼤⾓を⼩さくするとはく離は抑えられることが
分かった⼀⽅で，出⼝とのカップリングにより乱れが⼤きく
なる現象が確認された．

利⽤した計算機︓SQUID 汎⽤CPUノード群
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